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よ
う
と
す
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も
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す
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ま
た
、
N
H
K
で
は
、
相
談

の

内
容
を
録
音
し
て
放
送
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
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事
、
林
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、
民
生
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固
定
資
産

評
価
審
査
員

　
　
　
　
第
五
）

桑
原
虎
次
郎
氏

　
　

定

　
　
町
議

ニ
ハ
月
三
＋
日
、
第
五
回
定
例

町
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
の

西三
の
も
考
を
お
智
せ

”
し
ま
す
。
な
お
’
会
期
を
七
月

一

十

日
ま
で
と
し
て
本
会
議
を
続

　：1
開
し
ま
し
た
が
、
そ
の
分
は
次

二
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

※
議
案
37

号
、
町
有
財
産
と
国

｝
有
財
産
の
交
換
に
伴
う
権
利
放

棄
の
件

原
案
可
決

一

◎
営
林
署
敷
地
の
道
路
改
良
工

事
の

つ
ぶ
れ
地
分
を
権
利
放
棄

す
る

一

※
議
案
3
8
号
　
営
造
物
使
用
料

徴
牧
条
例
の
改
正
ー
原
案
可
決

※

議
案
3
9
号
　
宿
利
原
消
防
分

団
の
サ
イ
レ
ン
柱
と
り
か
え
材

の
処
分
の

件
”
原
案
可
決

※
議
案
41

号
　
土
地
の
取
得
に

　

つ
い
てー
　
原
案
可
決

◎
公
営
住
宅
敷
地
と
し
て
馬
場

字
木
原
の

土
地
三
百
四

十
三
坪

を
福
留
瑞
雄
氏
か
ら
三
十
九
万

円
で
、
二
百
二
十
坪
を
室
屋
ハ

ル

ノ
氏
か
ら
二
十
五
万
六
千
円

で
購
入

※
議
案
4
2
号
　
土
地
の
特
売
に

◎
落
河
部
落
に
部
落
公
民
舘
敷

地
百
六
十
六
坪
を
一
万
三
千
余

円
で
特
売

※
議
案
4
0
号
　
固
定
資
産
評
価

審
査
員
選
任
の
件
－
原
案
可
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◎
垣
内
秀
雄
氏
の
議
員
就
任
に

伴
う
後
任
に
桑
原
虎
次
郎
氏
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選
任
※
請
願
第
八
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設
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務
委
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託

肉豚．売り急ぎは損

　相場は上り気味
　

豚

は
品
薄
の

た

め
，
依
然
と

し
て
高
値
を
呼

び
｛
’
四
、
五
月

の
低
調
に
く
ら

べ
て

相
場
は
強

気
を
一
示
し
、
　
山
ハ

月
中
に
四
十
円

、

七
月
に
入
つ

て

か
ら
は
’
毎

日
四
～
五
円
の

値
上
り
を
示
し

最迩の東京相場
’

　　　　　　（キロ当りγ

全
部
を
婦
人
の
手
で

両
校
区
の
婦
人
学
級

　
大
根

占
校
区
婦
人
会
（
会
長
一
、
毎
週
一
回
開
い
て
い
た
も
の

坂
元
芳
美
さ
ん
）
で
は
、
　
「
私
で
あ
る
が
、
本
年
度
か
ら
完
全

た
ち

の

こ
と
は
、
私
た
ち
の
手
一
に
婦
人
の
白
主
性
で
、
毎
月
一

一

で
」
と
校
区
婦
人
学
級
を
自
主
回
年
間
を
通
じ
て
、
学
習
す
る

l的
に
企
．
画
、
運
営
す
る
こ
と
に
こ
と
に
な
つ
た
も
の
。

一

決

め
’
六
刀
一
日
開
講
式
を
挙
一
婦
人
学
級
通
年
開
講
に
つ
い

げ
、
早
速
第
一
回
の
学
習
活
動
・
て
、
校
区
婦
人
会
で
は

を
開
始
し
た
。
近
く
第
二
回
日

一
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

一校
区
婦
人
会
で
は
、
婦
人
の
積

一

極
的
学
習
へ
の
参
加
を
希
望
し

一

て

い
る
。

　

昨
年
ま
で
婦
人
学
級
は
、
校

区
公
民
舘
の
お
善
立
て
’
z
、

一

月
か
ら
一
二
月
の
農
閑
期
を
選
び
一

一
て

い

ま
す
（
一
キ
ロ
当
り
）
手
取

り
1
キ
u
当
り
二
百
円
（
一
斤

当
り
百
二
十
円
）
に
な
る
の
も
一

近
い

う
ち
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ

て

い
ま
す
。

豚の人工受精所開設
鳥井戸の中村一孝さん

L
先
進
地
で
は
既

に
、
以
前

か

ら
こ
の
方
法
で
、
効
果
を

挙
げ
て
い
る
。

み
年
間
を
通
じ
、
計
画
的
、

継
続
的
で
な
け
れ
ば
、
本
当

に
わ
が
も
の
と
し
て
の
学
習

に

な
ら
な
い
o

ぶ
如
何
に
農

閑
期
と
は
い
え
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週
一
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当
の
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間
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で
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け
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こ
れ
か
ら
の
婦
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は
、
農

業
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
頭

の

切

り
換
え
が
必
要
だ
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今

後
農
繁
期
で
あ
つ
て
も
、
月

一
日
位
は
’
ゆ
つ
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で
き
、
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習
な
ど
出
来
る
よ

う
な
経
営
に
改
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
o

と
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つ
て
い
る
。
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と
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を
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す
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、
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樹
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を
急
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。
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い
、
直
接
空
気
に
触
れ
な
い
　

よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
一

、

食
塩
を
表
面
に
ふ
り
か
翌

お
く
の
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
器
は
清
潔
に
し
、
よ
く
乾
か

し
て
か
ら
み
そ
を
入
れ
ま
し
よ

う
。
　
（
み
そ
の
か
び
は
食
ぺ
て

も
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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方
が
有
利
だ
と
思
わ
れ
ま
す
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牡
豚
は
郡
畜
連
の
貸
与
を
受

　
そ
こ
で
、
売
り
急
ぐ
こ
と
な
一
い
た
豚
の
人
工
受
精
所
が
鳥
井
け
た
、
枕
崎
産
の
「
マ
ク
ラ
ノ

く
飼
料
を
確
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し
て
飼
育
し
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戸
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備
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一
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五

日
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か
8
6
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れ
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た
学
習
を
し
て
い
る
条
件
が
備

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

つ
て

い

る
よ
う
だ
。
自
分
た

n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
の
生
活
を
開
拓
し
、
新
し
い

キ

民

舘
で
、
青
年
学
級
を
開
講
し
も
の
を
求
め
よ
う
と
す
る
意
慾

　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
学
級
生
の
自
覚
に
よ
つ
て
盛

量
一
云
う
ま
で
も
な
く
、
青
年
学
級
り
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

看
二
は
勤
労
青
年
の
た
め
の
教
育
の
　
ま
た
、
職
業
課
程
に
お
い
て

は
一
機
会
で
あ
り
、
自
由
に
も
の
を
は
、
部
落
の
壮
年
層
に
も
呼
び

真
一
考
え
行
動
出
来
る
社
会
人
を
育
か
け
’
地
域
社
会
発
展
の
為
、

写
で
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
，
学
級

　
　
こ
の
部
落
青
年
学
級
は
学
習
が
生
l
体
と
な
つ
て
意
気
ご
ん
で

　
一

地
域
と
結
び
つ
い
て
身
に
つ
い
い
る
。

　
　
ミ
こ
も
　
ち
ヒ
ぜ
ノ
ロ
ノ
モ
ロ
　
ハ
ち
こ
も
こ
ち
ひ
く
ヂ
の
ミ
ノ
リ
ロ
ご
ハ
こ
ダ
せ
ロ
も
こ
　
コ
こ
せ
コ
コ
ク
ノ
コ
ロ
も
ト
ロ
ハ
　
ク
ず
コ
ト
ト
ニ
ぜ
ロ
く
コ
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　　畜産市況
　　大　根　占　農　協

※肉豚共同出荷（6月ig日）
（キロ当り、，手取価格）

出荷頭数14頭

　　　最高147円　最低135円

　　平均142円

※子豚せり市
　◎　　6．月16日　　　　（26頭）

　　　最高　3，500円
　　　最低　・1，400門

　　　平均　2，788円

　◎　7月3日　　（12頭）

　　　最高　3，900円・

　　　最低　2，000円

　　　平均　3，050円

　
　
　
部
落
青
年
学
級
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　

神
川
中
原
青
年
団

三
名
、
女
八
名
）
で
は
部
落
公

夫
は
体
重
五
十
キ
ロ
以

上
’
身
長
一
メ
－
ト
ル

五
十
五
以

上
、
胸
囲
は

身
長
の
二
分
の
一
以
上

・

、

家
族
移
住
老

　
A
、

　
自
然
家
族
で
’

　　　　　　　　
誌

　
の
　
　
に
　
　

合よ未B三以
せび満’人上
で親の夫以五　一
’友兄婦上十　夫
入間弟とい才　婦
櫨の’もるま　を
後二親にこで大基
二世せ’との体幹
年帯き五・稼十と
間組’十働二し
はみお才者才た

　
　
　
に
対
す
る
理
解
も
深
ま

　
　
　
り
、
問
い
合
せ
も
日
ま

　
　

　
し
に
多
く
な
つ
て
い
ま

　

　
　
す
o
今
回
の
コ
チ
ア
産

　
　
　
業
組

合
の
家
族
移
住
者

募
集
に
神
之
浜
の
垂
口
功
さ
ん

（
二
五
才
）
か
ら
申
し
出
が
あ

り
、
単
身
移
住
老
の
申
し
込
み

も
出
て
き
℃
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
続
い
て
続
々
希
望
者

が
現
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
問
い
合
せ
や
御
相
談
は
、
経

済
課
内
海
外
協
会
支
部
へ
　
　
一
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子
供
に
と
つ
て
夏
休
み
程
、
楽
し
い
期
間
は
な
い
で
し
よ
う

学
校
か
ら
は
解
放
さ
れ
、
海
や
山
を
思
う
存
分
駈
け
め
ぐ
り
’

ま
た
’
夏
祭
り
そ
の
他
の
催
し
物
に
は
無
心
に
は
し
や
ぎ
’
見

る
も
の
聞
く
も
の
全
く
自
由
の
天
国
の
よ
う
で
す
。

　
夏
休
み
は
発
育
盛
り
の
子
供
の
健
康
保
持
と
、
自
主
的
生
活

態
度
を
養
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
だ
と
思
い
ま
す
が
’
さ

て
警
察
の
立
場
か
ら
こ
の
期
間
を
眺
め
て
み
ま
す
と
’
例
年
数

多
く
の
少
年
が
水
魔
の
犠
性
と
な
つ
た
り
’
あ
る
い
は
’
悪
い

道
に
踏
み
こ
ん
だ
り
し
て
取
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
引

き
起
し
夏
休
み
の
訪
れ
る
度
毎
に
新
た
な
涙
を
誘
う
人
々
が
余

り
に
も
多
い
こ
と
は
少
年
保
護
の
立
場
か
ら
誠
に
残
念
で
悲
し

い
こ
と
で
す
。

i
報
，

町
冒占

　
昨
年
県
下
で
起
き
た
夏
休
み
中
の
少
年

非
行
や
、
事
故
の
状
況
を
み
ま
す
と
、

　
　
　

犯
罪
少
年

　
兇
悪

犯
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人

　
粗
暴
犯
　
　
　
　
　
　
　
五
九
人

　
窃
盗
犯
　
　
　
　
　
　
二
七
二
人

　
知
能
犯
　
　
　
　
　
　
　
一
六
人

　
そ
の
他
刑
法
犯
　
　
　
　
　
一
五
人

　
特
別
法
犯
　
　
　
　
　
　
一
五
人

　
　
　
（
道
路
交
通
を
含
ま
ず
）

　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
三
八
一
人

　
　
　

虞
犯
少
年

喫
　
煙

飲
　
酒

盛
場
俳
徊

不
健
全
娯
楽

家
　
出

不
純
異
性
交
遊

婦
女
誘
惑
い
た
づ
ら

二四〇二八〇〇
六二二五五一一一
人人人人人人人

　
不

良
交
遊
　
　
　
六
人

　
そ

の
他
の
行
為
　
四
三
人

　
　
計

　
　
　
九
三
一
人

　

水
難
事
故
六
九
人

の
多
数
に
の
ぼ
つ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
こ
の
夏
休
み
に
な
り
ま

す

と
少
年
保
護
の
関
係
機
関
が

中
心
と
な
つ
て
こ
の
よ
う
な
事

件
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め

て

お

り
ま
す
が
、
こ
の
悲
し
い

現
実
は
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今

年

こ
そ
は
I
人
I
人
の
保
護
者

や
少
年
に
ぜ
ひ
次
の
こ
と
を
徹

底
さ
せ
’
明
る
い
楽
し
い
思
い

出
の
夏
休
み
と
な
る
よ
う
守
力

通

し
て
行
き
ま
し
よ
う
。

　
夏
休
み
に
ぜ
ひ
実
行

し
た
い

こ
と
　

き
ま
り
を
よ
く
守
ら
せ

　
よ
う
。

o
水
泳
を
す
る
と
き
は
’
学
校

や
地
域
団
体
で
定
め
ら
れ
た
こ

と
を
正
し
く
守
ろ
う
。

o
交
通
規
則
を
正
し
く
教
え
て

実
行
さ
せ
よ
う
。

o
先
生
や
親
の
注
意
を
す
な
お

に
守
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
よ
う

　
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

　
さ
せ
よ
う
。

o
子
供
の
意
見
を
尊
重
し
、
勉

強
の
計
画
、
早
起
き
の
実
行
、

よ
い
遊
び
、
こ
ず
か
い
の
利
用

な
ど
自
発
的
に
し
む
け
よ
う
。

○
可
愛
が
り
す
ぎ
る
と
我
ま
z

と
な
り
、
何
ら
か
の
シ
ヨ
ツ
ク

で
自
我
が
通
ら
な
け
れ
ば
劣
等

感
を
も
ち
い
ぢ
け
て
く
る
。

　
ち
よ
つ
と
し
た
注
意
で

　
事
故
は
防
げ
る
、
く
れ

　

ぐ
れ
も
油
断
は
禁
物
。

o
子
供
の
態
度
服
装

o
子
供
の
持
物
　
－

o
子
供
の
友
人

o
子
供
の
遊
び
場

o
子
供
の
外
出
、
帰
宅
の
時
刻

等
に
充
分
気
を
配
り
「
我
が
子

に
限

つ
て
」
の
過
信
に
流
れ
な

い

よ
う
特
に
秘
密
を
持
た
せ
な

い
こ
と
。
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犬 根

αれ
゜

蛋ま

郎
飼
料
が
足
り
な

い
こ

第？9号

　
当
地
方
の
農
家
養
豚
を
み
ま

す

と
い
ろ
い
ろ
と
欠
点
は
あ
り

ま
す
が
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み

る
と
次
の
よ
う
な
占
、
．
、
考
え
ら

i
－
X
J
－
　
．
家
畜
の
飼
料
に
は
蛋

白
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
、
無

機
分
、
ビ
タ
ミ
ン
等
の
飼
料
成

’

分
が
あ
り
、
家
畜
の
場
合
次
の

よ
う
な
原
則
が
あ
り
ま
す
。

（
飼
料
成
分
）
（
豚
体
成
分
）

蛋
白
質
　
↓
蛋
白
質
（
赤
肉
）

　
　
　
　
M

脂
　
肪

　
　
　
　

↓
脂
肪
（
あ
ぶ
ら
）

炭
水
化
物
↓

　

す

な
わ
ち
’
蛋
白
質
の
多
い

飼
料
で
あ
る
魚
粉
、
大
豆
粕
、

米
ぬ
か
等
は
体
内
で
主
と
し
て

赤
肉
と
な
り
一
部
が
脂
肪
に
な

る
が
胴
肪
の
多
い
大
豆
、
米
ぬ

か
、
魚
粉
等
が
あ
ぶ
ら
と
な
り

ま
た
’
廿
藷
、
ジ
ヤ
ガ
イ
モ
等

炭
水
化
物
の
多
い
も
の
が
あ
ぶ

ら
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
豚

は

そ
の
発
育
過
程
に
お
い
て
、

－

六
十
か
ら
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま

で
は
蛋
白
質
を
特
に
多
量
に
必

要
と
し
、
成
豚
に
な
る
に
従
つ

て

蛋
白
質
飼
料
を
滅
ら
し
、
炭

水
化
物
（
甘
藷
、

度
が
肉
豚
の
標
準
で
あ
り
ま
す

こ
の
給
与
量
は
生
産
豚
と
肉
豚

で

違
い
ま
す
の
で
給
与
表
が
で

き
て
い
ま
す
か
ら
畜
産
関
係
技

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヤ
ガ
イ
モ
　
術
員
に
申
し
付
け
て
下
さ
い
。

等
）
を
た
く
さ
ん
や
れ
ぽ
自
給
蛋
白
質
飼
料
も
植
物
蛋
白
（
大

飼
料
を
有
効
に
利
用
で
き
ま
す
豆
粕
）
よ
り
動
物
蛋
白
（
魚
粉

霧
鷲
鋒
肋
鷲
「
嘉
霞
安
砕
い
逐
メ

豚
の
飼
A7

方

日

改

良
普
及
員
　
崎
浜
　
俊
郎

り
中
豚
ま
で
の
時
代
に
や
る
蛋
｝
②
飼
料
は
生
の
ま
ふ
で
や
る
こ

白
質
が
足
ら
な
い
よ
う
で
す
。
一
と
　
　
煮
て
や
ら
な
い
、
な
ぜ
一

甘
藷
な
ど
は
自
給
飼
料
で
充
分
が
、
魚
の
ア
ラ
と
芽
の
出
た
ジ

や

つ
て

お

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
一
ヤ
ガ
イ
モ
や
、
緑
化
し
た
ジ
ヤ

も
つ
と
蛋
白
質
飼
料
を
や
つ
て
ガ
イ
モ
以
外
は
生
で
や
つ
た
方
一

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
が
よ
い
。

　
生
後
三
ケ
月
で
1
6
粉
百
七
十
一
ビ
タ
ミ
ソ
が
少
く
な
る
し
、
　
’
－

グ
ラ
ム
、

ム
’
生
い
も
　
、
一
ニ
キ
ロ
程
」
質
が
凝
固
し
消
化
が
悪
く
な
る
一

一ぬ
か
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。

　

魚
の
ア
ラ
や
生
魚
だ
け
は
，

豚
丹
毒
菌
等
を
含
ん
で
い
る
か

鵠
誇
顯
蕊
議
纏

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

肉
が
か
た
く
緊
つ
て
で
き
る
傾
一

｝向
か
あ
り
、
煮
た
か
ら
と
言
つ

｝
て

そ
れ
だ
け
経
済
効
果
の
上
が

る
も
の
で
な
い
o
生
澱
粉
粕
で

o
行
動
に
疑
い
を
持
つ
た
ら
’

納
得
の
行
く
ま
で
調
ぺ
て
み
る

こ
と
も
心
要
で
す
。

　

し
か
る
よ
り
ま
ず
模
範

　

を
示
そ
う
。

o
余
り
厳
格
す
ぎ
て
し
か
る
こ

と
ば
か
り
で
は
家
庭
を
暗
く
考

え
、
反
抗
心
か
劣
等
感
だ
け
が

生
れ

る
。
長
所
を
よ
く
捉
え
て

こ
れ
を
伸
ば
す
よ
う
に
工
夫
し

下
つ
も
楽
し
い
家
庭
に
す
る
よ

一う
親
が
音
頭
を
と
ろ
う
。

o
掃
除
を
す
る
と
き
な
ど
親
か

ら
模
範
を
示
し
「
さ
あ
手
伝
つ

て
」
と
い
う
風
に
子
供
に
誘
い

を

か
け
て
関
心
を
持
た
せ
自
然

一に
習
慣
づ
け
て
行
こ
う
。

　

よ
い
読
物
　
よ
い
遊
び

　

　

道
具

　
よ
い
遊
び
場
所

　

を
与
え
よ
う
。

o
子
供
の
読
み
物
’
遊
び
に
は

充
分
注
意
し
、
健
全
な
も
の
を

選
ん

で
や

ろ
う
。
遊
び
場
所
は

隣
近
所
で
相
談
し
合
つ
て
き
め

ま
し
よ
う
o

単

独
行
動
を
し
な
い
よ
う

｝

に
軽
々
し
い
行
い
を
止
め

さ
せ
よ
う
。

o
夜
遊
び
や
夜
の
一
人
歩
き
を

止
め
さ
せ
よ
う
。

o
ケ
バ
ケ
バ
し
い
服
装
や
持
物

に

は
注
意
し
ま
し
よ
う
o

o
見
知
ら
ぬ
人
の
口
に
気
易
く

の

つ
た

り
、
不
良
少
年
の
誘
い

に

の
ら
な
い
よ
う
よ
く
言
い
聞

か
せ
て

お
き
ま
し
よ
う
o

o
玩
具
用

煙
火
に
は
，
危
険
な
ー

も
の
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し

よ
う
。

も
米
ぬ
か
や
魚
粉
等
の
淫
白
質
一
子
供
会
を
活
漫
に
す
る
よ

飼
料
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
結
壁
う
応
援
し
よ
う

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

喜
ん
で
食
う
、
煮
る
の
は
離
乳
一
〇
早
起
会
、
ラ
ジ
オ
体
操
’
　
1

直
後
位
の
も
の
で
漸
次
生
の
も
一

の

を
や
る
よ
う
習
慣
づ
け
て
下

さ
い
。

③
暑
さ
に
対
す
る
防
護
設
備
が

な

い
た
と
－
－
－
－
豚
は
暑
さ
に
対

繧
剛
鋤
鍵
鵠
騒

日
射
病
が
相
当
で
き
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
西
日
が
当

ら
な
い
よ
う
に
む
し
ろ
L
を
か

一
け

る
か
、
風
と
お
し
を
よ
く
し

｝

斉
掃
除
等
保
護
者
が
積
極
的
に

指
導
し
て
守
り
育
て
よ
う
。

　
　
　
　

大
根
占
警
察
署

料
理
講
習
会
に
補
助
金

　
　
　
　
　
町

町
婦
人
会
で
は
、

三

州
パ
ス
K
K
社
長
、

八
郎
氏
か
ら
「
町
婦
人
会
の
振

興
の

一
助
に
使
つ
て
v
れ
」
と

一
金
煎
万
円
の
寄
附
を
頂
い
た

の
で
’
早
速
幹
部
会
を
開
き
’

こ
の
金
の
有
意
義
な
使
い
み
ち

に
つ
い
て

話
合
つ
た
結
果

L
　
校
区
婦
人
会
単
位
を
対
象

　

に
、
料
理
講
習
会
の
開
催
に

　
限
つ
て
補
助
す
る
o

乞

　
こ
の
講
習
会
に
必
要
・
な
備

　
　
　
t
”
t
p
＾
°
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．
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‘
ゴ
、
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．
・
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・
～
．
、
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、
：
ρ
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．
も
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．
・

　
　

初
夏

に
な
る
と
む
し
暑

　
　

さ
か
ら
戸
や
窓
の
開
け

　
　

放
し
が
多
く
な
り
勝
ち

帳得
’

い」犯防の

婦
人

さ
き
に
、

　
岩
崎
与

で
す
o
ま
た
女
性
の
服

装
も
目
立
つ
て
薄
着
に

な
つ
て
来
ま
す
。
昼
の

つ
か
れ
で
夜
は
戸
締
り

を
忘
れ
盗
難
に
か
か
る

と
か
性
的
な
被
害
を
受

け
る
と
い
う
こ
と
が
少

く
な
い
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
ね
る
前
に
も
う

一
度
戸
締
り
は
よ
い
か

、

た

し
か
め
て
か
ら
休

夏
た
づ
ら
か
ら
暴
L
＃
’

下
つ
た
各
種
の
料
理
講
習
会
が

会

て

決

め

る

　

品
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の

　

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

一
こ
と
を
決
定
し
た
。

一　
こ
れ
で
’
金
が
な
・
い
た
め
に

ご
開
き
た
く
て
も
・
開
け
な

」む
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
一
ヵ

lo
性
犯
罪
は
単
な
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
傷

一
害
、
器
物
破
損
あ
る
い

は
強
か
ん
、
殺
人
に
ま

で
お

よ
ぶ
こ
と
が
あ
り

☆犯罪誘発スタイル

　　「エへ一ヘ…一」

　　「あたしをどうしようっていうの！？」

　　「自分の服装に聞いてみな」

：
、

町
の

補
助
と
あ
わ
せ
て
’
大

変
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
訳

で
町

婦
人
会
で
は
、
ど
し
く

こ
れ
ら
の
講
習
会
を
開
き
、
折

角
の
補
助
金
を
使
つ
て
頂
く
よ

う
希
望
し
て
い
る
。
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．
ご
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ま
す
。

i　
初
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は

特
に
こ
の
よ
う
な
性
犯
罪
が
多

く
な
り
発
生
時
間
は
今
迄
の
事

例

と
し
て
は
夜
間
が
一
番
多
い

よ
う
で
す
む

2
　
映
画
舘
や
人
の

こ
み
合
う

’

所
は
痴
漢
や
「
す
り
」
が
多
い
の

で
、
お
か
し
い
男
が
側
に
寄
つ

一

て

き
た
ら
す
ぐ
席
を
変
え
る
と

一

、
　
身
動
き
で
き
な
い
よ
う
な

と
き
は
勇
気
を
出
し
て
少
し
大

き
い
声
を
立
て
る
こ
と
。

ふ

　
暑

く
な
る
と
浴
場
、
寝
室

を

の

ぞ
く
痴
漢
も
出
て
く
る
の

で
戸
締
り
に
気
を
つ
け
る
こ
と

　
　
　
　
大
根
占
警
察
署

1蝸の便利手帳

◎食器棚の匂いをとる

　には
　食器戸棚に食べものの匂
いが染みっいてしまった時
には　3％の重曹水か　熱
い湯で絞った布巾ですっか
り拭き　小さじ一杯位の番

茶の葉を皿でいぶし’しば
らく閉め切っておきます。

いぶせない場合には　茶の
葉を少し多めにして、2　3
日そのまSおいておきます
すっかり匂いがとれます。

これは茶の中に他の香料を
吸着する力があるからです

◎茶殻の利用法
　生魚をのせて臭みのっい
た皿や油のっいた田1．は　茶

殻で　すると匂も油もきれ
いに　れます。
　茶殻は毎nでるものです
から新聞紙などにひろげて
干し　にいれてもよく　ま
た　かるく水を切った茶殻

を麟麟て群｝慧
　1してきれいに掃除がで

◆

固
◇
薗

「末
根
占
」

　

東
幕
下
十
四
枚
目
に

　
五
月
場
所
、
六
勝
二
敗
の
成

績
の

力
土
大
根
占
は
、
今
回
の

名
古
屋
場
所
で
は
十
八
枚
飛
ん

で
幕
下
東
十
四
枚
目
に
躍
進
、

十
両
入
り
の
日
も
近
い
と
’
大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
約
米
目
標
突
破

　
米
の
予
約
は
、
1
、
　
T
O
O

石
の
目
標
に
対
し
、
六
日
現
在

一
、

一
一
三
石
三
・
斗
に
連
し
ま

し
た
。
目
標
を
突
破
し
た
部
落

は
、
鳥
井
戸
一
区
’
木
原
、
神

之
浜
二
区
、
塩
屋
二
区
、
鳥
浜

松
坂
、
毛
下
、
川
南
、
壱
崎
、

大
久
保
、
中
西
と
な
つ
て
い
ま

す
。

　
　
・
・
v
－
t
l
t
◆
－
－
＿
三
h
ξ
h
匂
“
こ
．
－
t
t
－
、
t
．
．
．
V
．
t
・
－
・
’
・
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
モ
な
ど
は
煮
る
叱
一
て
や
る
こ
と
で
す
。
暑
い
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窯
肉
豚
だ
け
は
日
に
二
、
三
度
水
一

ぬ
か
三
百
四

十

グ
ラ
粉
’
大
豆
粕
等
は
煮
る
と
蛋
白
l
を
か
け
て
や
る
と
喜
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
次
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

殻
の
す
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
植
ま
一
し
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
は
な
　
延
々
に
な
つ
て
と
り
か
え
し
の

，

）

－
v
枕
卿
議
⌒
一
藤
鱗
罎 鳥

浜
で
現
地
録
音

　

こ
の
ほ
ど
、
鳥
浜
部
落
で
e

［
水
稲
の
早
期
裁
培
」
に
つ
い

て

農

家
の
意
見
の
録
音
が
行
わ

れ
ま
し
た
o

こ
れ
は
ラ
ジ
オ
南
日
本
を
通

じ
て
次
の
と
お
り
放
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

＋
四

1
1
午
前
五
時
四
十
五
分
か

ら
明
け
ゆ
く
農
村
）

十
七

日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

（
ラ
ジ
ナ
県
民
室
）

＝
写
真
は
そ
の
録
音
風
景
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
h
°
“
　
・
t
　
“
　
，
．
．
，
－
h
，
　
”
°
’
　
　
、
°
二
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぽ

な
ら
な
い
作
業
が
次
々
あ
る

　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
　
お
ハ
を
　
さ
な
い
よ
う
に
し

　
　
　
　
　
7
　
　
　
営
チ
病
、
董
に
は
特
に
貿
、
心
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

　
　
が
に
は
　
ず
ヘ
ロ
つ
つ

　　　　　普
通
水
稲
　
　
　
硫
靖
矧
競
幽
肺
れ
銅
斯
継
＼
ニ

　
　
　
　

ロ
　
で
　
　
さ
れ
て
い
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
メ
イ
ま
ダ
イ
メ
イ
ま
に
は
マ

　　　
繁鞠
韓
竃
就
影
灘
諭
酬
浅
ド
羅

　
　
　

　

を
ゆ
し
　
　
　
　
で
き
え
た

　　　、
・

誌
哩
殼
駐
不
足
布
Ω
腱
菖

一

撫
震
鵠
舗
詩
繧
い
麟
竃
認
軸
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て

下
さ
い
。
大
豆
の
土
寄
せ

　
　

る
こ
と
が
残
き
れ
た
問
題
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
開

花
前
に
や
る
と
倒
伏
や
乾

　
　
よ
う
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燥

を
防
ぎ
’
更
に
稔
実
も
よ
く

　
　
　
中
耕
除
草
は
田
植
後
十
同
～
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

十
四

日
に
は
第
一
回
の
田
車
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
開
花
中
に
は
害
虫
の

　
　
　

　
す

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ビ
　
し
い
で
す
か
ら
　
ヨ

　　
璃
託
鷲
麟
購塞
謡
哩
忘
れ
な
く
撒
布
し
て

　
　
な
作
業
を
繰
返
し
て
い
る
の
を
　
本
町
の
大
豆
の
不
振
は
土
壌

再
木
　
な
い
の
か
’
わ
か
つ
て
い
て
も
　
近
く
食
糧
事
務
所
で
は
、
品

を
植
　
一
習
慣
に
と
ら
わ
れ
て
い
や
し
な
種
別
米
の
作
付
面
積
調
査
を
行

た
鉢

り
一
が
霧
霞
蒜
竃
織
趣
続
餓
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
o
部
落
長
さ
ん
が
戸
別
に
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
確

な
調
査
が
で
き
る
よ
う
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
協
力
下
さ
い
。


